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会 議 録

会 議 名 令和７年度野田市要保護児童対策地域協議会第２回代表者会議

議題及び議題毎の

公開又は非公開の別

１ 令和８年度事業計画（案）について（公開）

２ 令和７年度の児童虐待について（統計）（公開）

３ 児童虐待防止の取組について（公開）

４ 要保護児童の事例検討について（非公開）

５ その他

日 時

令和８年２月２日（月）

午後３時から午後４時３０まで

※公開部分の時間は午後３時から午後３時３０分まで

場 所 市役所８階 大会議室

出 席 委 員 氏 名

小林幸男、筑井正、小熊良代理小林葉子、米二貴、小林智彦、山

田桂一、中村悦子、加藤英夫、石山美代子、長谷川志乃ぶ、髙橋

峯生、渡邉真由美、鏡浩美、小倉幸雄

欠 席 委 員 氏 名
新玲子、中村由美子、森功、奥野佐代子、鈴木恵理、岡田一芳、

木村亨、岐部真史、白石卓秀

事 務 局

代田明洋（健康子ども部長）、内田一也（健康子ども部次長）、

海老原純一（子ども家庭総合支援課長）、岡田勇貴（学校教育部

主幹兼子ども家庭総合支援課分室長兼健康子ども部主幹）、池澤

泰彦(子ども家庭総合支援課課長補佐兼支援二係長)、里見敦子(子

ども家庭総合支援課支援一係長)、森下亜希（子ども家庭総合支援

課支援三係長）、堤飛鳥（子ども家庭総合支援課主任主事）、北

澤孔也（子ども家庭総合支援課主事）、大瀧早紀（子ども家庭総

合支援課主事）

傍 聴 者 ０名

議 事
野田市要保護児童対策地域協議会第２回代表者会議の会議結果

（概要）は、次のとおりである。

子ども家庭総合支援

課里見支援一係長

健康子ども部代田部

長

＜開会＞

欠席委員を報告。会議録作成のため録音機を使用すること、会議

の公開、会議資料及び会議録の公表について説明し了承を得た。傍

聴申出者はないことを報告し、守秘義務について説明。配布資料を

確認したのち、次第により会議を進行した。

＜挨拶＞

本日は、お忙しい中、野田市要保護児童対策地域協議会代表者

会議に御出席をいただき誠にありがとうございます。健康子ども

部長の代田でございます。日頃よりみなさまには、児童虐待防止

や児童虐待対応に係る健康子ども部の活動につきまして、多大な

る御理解と御協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。
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小林会長

小林会長

子ども家庭総合支援

課海老原課長

小林会長

さて、１月２４日は故栗原心愛さんの７回目の御命日でした。

先日の熊谷県知事の記者会見では「絶対に忘れてはならない事案

である」との話があり、また、鈴木市長も「一日たりとも心愛さ

んのことを忘れたことはない」と申しております。ここにいらっ

しゃる皆様も同じ思いであると存じます。

真冬の浴室で冷水のシャワーを浴びせられ、絶望の中、亡くな

られた心愛さんの御冥福をお祈りするとともに、今後も全身全霊

で職務に当たっていく所存でございます。

本日は、皆様の忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上

げまして、私からの挨拶とさせていただきます。どうぞよろしく

お願いいたします。

皆さま、本日はご多忙の中、「令和７年度野田市要保護児童対策地

域協議会 第２回代表者会議」にご出席いただき、誠にありがとう

ございます。

また、日頃より地域における児童の健やかな育成と福祉の向上

のためにご尽力いただいておりますことに、心より感謝申し上げ

ます。

要保護児童対策地域協議会は、児童虐待の未然防止、早期発見、

そして保護が必要な子どもたちへの切れ目のない支援を実現する

ための、地域の大切なネットワークです。

近年、全国の児童虐待に関する相談件数は依然として増加傾向

にあり、事案の深刻化も懸念されています。このような状況だか

らこそ、私たちが一丸となって子どもたちを守り、支える役割は

ますます重要となっています。

本日の代表者会議では、市の取組や他市の事例を共有し、皆様

の専門的な知見と経験に基づいた活発な議論を通じて、子どもた

ちが安心して笑顔で成長できる地域社会の実現に向けて、より一

層連携を深めていければ幸いです。

結びにあたり、皆さまのご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上

げ、挨拶とさせていただきます。

議題１ 令和８年度事業計画（案）について説明を求めた。

＜資料１「令和８年度事業計画（案）について」により説明

する。＞

議題１について、委員に質問、意見を求める。
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小林会長

小林会長

子ども家庭総合支援課

支援二係堤主任主事

小林会長

渡邉委員

子ども家庭総合支援

課海老原課長

健康子ども部代田部

長

山田委員

子ども家庭総合支援

課海老原課長

小林会長

小林会長

小林会長

＜質問、意見なし＞

質問、意見がないため本件は了承されたものと認めた。

次に、議題２ 令和７年度の児童虐待について（統計）について説

明を求めた。

＜資料２「令和７年度の児童虐待について（統計）」により説明す

る。＞

議題２について、委員に質問、意見を求める。

年齢別件数の推移について、小学生の通告件数が減っているが、理

由は何か。

虐待に対する呼びかけを継続しており、小学生だけではなく、全体

の通告件数が減少している。児童数も減っている。本資料は、虐待

が再発した継続案件は含まれない。高学年になるにつれ、虐待の通

告件数は減ってくる。

補足。平成３１年の事件を受け、虐待に対する意識が飛躍している。

今後も学校教育部門と連携していきたい。

外国籍の児童が増えているが、外国籍の児童の虐待件数は把握して

いるか。日本と母国の文化の違いなども関係しているのではない

か。

外国籍の児童について、詳細な件数などは把握していない。外国籍

のケースがあった場合は、通訳のできる職員を派遣し対応してい

る。

ほかに質問、意見がなかったため、本件について了承してよいか

問う。

＜異議なし＞

議題２について、ほかに質問、意見がなかったため、令和７年度の

児童虐待について（統計）についての説明を終了した。

議題３ 児童虐待防止の取組について事務局に説明を求めた。
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子ども家庭総合支援課池

澤課長補佐兼支援二係長

小林会長

小林会長

小林会長

小林会長

子ども家庭総合支援

課里見支援一係長

小林会長

＜資料３「児童虐待防止の取組について」により説明する。＞

議題３について、委員に質問、意見を求める

議題３について、質問、意見がなかったため、児童虐待防止の取組

についての説明を終了した。

議題４は、野田市情報公開条例に基づき非公開。

議題５ その他について説明を求めた。

その他として、次回の会議の開催予定をお知らせした。

午後４時３０分、閉会を宣言した。

以上


